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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
からあげ⼤ちゃん からあげ醤油味
グランプリ

外国産鶏⾁についてのポジティブな情報があると安⼼できる

ボリュームたっぷりの⼤きさでおなかも気持ちも⼤満⾜

⾃宅で油を使うことなく⼿軽に唐揚げが⾷べられる

にんにく不使⽤で⼦供からお年寄りまで幅広く好まれる味
キャノーラ油使⽤で軽くてヘルシーなので罪悪感がない
冷めても柔らかいのでおいしく、毎⽇⾷べても飽きない

万⼈受けする味わいだが、ややパンチに⽋け物⾜りない

市場での類似商品との差別化が曖昧で埋もれる可能性がある
これからのSNSを活⽤した積極的な発信に期待

バリエーションで価格を抑えた⼩ぶりサイズがあると嬉しい
お⼟産、パーティーパックなどの特別パッケージがあるとよい

⼤分の醤油ならではのコク、⽢み、旨味が味わい深い

⾐はカリッと中はふっくらジューシーで専⾨店ならではの技術

第94回（2025年12⽉）

事前のWebアンケートではターゲットの需要予測が85%と極めて
⾼く、市場やトレンドに合致した商品であることがうかがえます。
審査結果の点数分布では、グランプリ相当の90点以上が全体の
57％を占め、総合評価90点で【グランプリ】を獲得いたしました。
商品⾃体のボリューム感やおいしさ、⼿軽さはもとより、下味の
⼯夫、フンドーキン醤油やキャノーラ油の使⽤等、専⾨店ならで
はの味と触感へのこだわりが共感を呼び、⾼く評価されました。

ネーミングに独⾃のこだわりや特徴が伝わる⼯夫がほしい

4.9％

2.4％
4.9％

2.4％

2.4％

2.5％
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

⻩⾦⾊から褐⾊の揚げ⾊

透明度はないが⾐の油膜に光沢感

揚げ具合により⻩⾦⾊から褐⾊の
濃淡のグラデーション

均⼀な形ではないが、ほぼ同じ⼤
きさ重量の平たい塊

６０g以上と通常の唐揚げの
２倍超の⼤きさ

1個でも満⾜感のあるボリューム
たっぷりの⼤きさ

⾹ばしい醤油の匂いが懐かしい
みんなが⼤好きな唐揚げ

カラッと油切れの良い⾹ばしい
匂い

⾁汁と油、⽢く濃厚な醤油味が
奏でる⾷欲を掻き⽴てる匂い

ジュっと揚げる⾳、じゅわっと
拡がる⾁汁の⾹り

表⾯のパリッとした感触を期待さ
せる油切れの良い新鮮な⾹り

ボリューム満点で万⼈の⾷欲を⼤
いにそそる⾹ばしい匂い

やや平たくカットされたもも⾁の唐揚げは、通常の唐揚げの倍以上の⼤きさで、こんがりカラッと⻩⾦⾊
に揚げられ輝きを放っています。⼀⽬⾒て、その⼤きさ、ボリュームに⽬が釘付けになります。⾷べ応えや
満⾜感を予感させる圧倒的な存在感です。からあげ「⼤ちゃん」の名にふさわしい堂々とした姿に多くの唐
揚げファンが感嘆の声をあげ魅了されることでしょう。この視覚的なインパクトの強さは⾮常に印象的で、
からあげ「⼤ちゃん」の⼤きな強みになっています。
視覚的な衝撃と同様に⼼を奪われるのは、揚げたてのなんとも⾹ばしい和の⾹りです。強いにんにく臭の
煽り⽴てるような刺激臭とは異なり、おだやかでほっとする和⾷総菜の唐揚げの⾹りです。⼦供の頃に⺟が
家族のために揚げて⾷卓に並べていた光景、家族中が笑顔で⾷べていた光景が懐かしく思い出されます。⽼
若男⼥、万⼈に愛される味に違いない、そんな確信を持つことができます。視覚、嗅覚を通して「おいしい
に違いない！」「早く⾷べて確かめてみたい！」と期待感にワクワクしてきます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

⾹⾟料に含まれる微量の酸味

苦味はほとんど感じられない

醤油のグルタミン酸と鶏⾁のイノ
シン酸のうま味の⼤きな相乗効果
⼤分の醤油由来の⽢みが後味に
ほんのり残る
ほど良い塩加減が全体の味を
しっかりまとめあげている

醤油の奥深いうま味と鶏⾁のうま
味を油がぎゅっと閉じ込めた味

⽢くコクのある醤油と揚げ油の
⾹ばしく⾷欲をそそる匂い

揚げたて熱々のジュッとしたおい
しさから徐々に染み込む深い味

外の⾐はサクッと中はジュワッと
柔らかく異なる触感が楽しめる
外側の⾐はカラッと、中はジュ
ワッとジューシーな触感
噛むとジュワッと⾁汁が溢れ絡み
つくようなわずかな粘性を感じる
⾐のサクッとした⻭触りと鶏⾁の
弾⼒性のある柔らかな嚙み⼼地

はじめの⾐のサクッと感が軽快で
笑顔が広がりテンションがあがる

カラッ・サクッとジュワッと広が
るおいしさ、喜びと笑顔満開

待望のガッツリ、がぶり！と⾷べ始めた瞬間に「おいしさ」の予感は確信に変わり笑顔がはじけます。油に
こだわりキャノーラ油で揚げた唐揚げは油切れよく、サクッと軽い⻭触りで⼝中に軽快な⾳を響かせます。特
に本商品はにんにく不使⽤のため、⾐や鶏⾁など各部位の⾷感が際⽴ち、スパイスのインパクトに煽られるこ
となく、素材の良さや素材由来の旨味、吟味された製法をじっくり味わうことができます。
脂っこい、しつこいと唐揚げを敬遠気味の⽅々に是⾮⼀度、味わっていただきたい「からあげ⼤ちゃん」なら
ではの体にやさしいヘルシーな⾷感です。この唐揚げならば、「毎⽇、飽きることなく、おいしく⾷べられ
る！いくら⾷べても安⼼！」そんな思いを抱き、多くの⽅にお伝えしたいと感じました。

⾐のサクッとした軽快な⾳から、咀嚼するにつれてギュッと閉じ込められていた鶏⾁本来の旨味が⼝中に解
き放たれて、フンドーキンの⽢⼝醤油と絡み合い、⼤きな旨味の渦となります。まさに王道、ご飯がよりおい
しくなる定番の和⾷唐揚げの味です。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

キャノーラ油で揚げているので、しつこくなく鶏⾁の脂分、
旨味が充分感じられ、醤油の旨味とともに⼼地よくあとを引く。
にんにく不使⽤ならではの和の味に懐かしさを感じる。

地域、季節、天候を問わず、⼦供から⼤⼈まで、万⼈が⼤好き
な⽇本を代表する⼈気お惣菜。特に揚げたての⾹ばしさは格別。
核家族、共働き世帯にとってテイクアウトは頼もしい味⽅。

⺟親が揚げてくれた唐揚げの記憶がよみがえる愛情深い味わい。
さらに、専⾨店ならではの豊かな⾷感が⼿軽に味わえる幸せ。
にんにく不使⽤なので昼にも気兼ねなく⾷べることができる。

核家族、共働きなど⾃宅で揚げものをしない⼈にとっての救
世主。⼿軽に揚げたての専⾨店の味を楽しむことができる。
にんにく臭を気にすることなく、好きな時に⾷べることがで
きる利便性の⾼さ。

五味 評点

酸味 2

苦味 1

うま味 5

⽢味 3

塩味 4

五感 評点

視覚 5

聴覚 4

触覚 4

味覚 5

嗅覚 5

広義の味 評点

飽きない味 5

コク味 4

懐かしい味 4

⾹ばしさ 5

⽇本の味 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

3つの⼤ちゃん「⼤きい・⼤満⾜・⼤切な想い」がしっかりと具現化されており、五感をとおして審査員に
確かに響き、⾼評価を獲得しました。ボリューム感あふれる視覚的なインパクト、カリッとそしてジュー
シーな⾷べ応えのある触感、⼤分の醤油のコクと旨味、⾹ばしい⾹り、サクッと響く軽い⻭ごたえ、どれも
専⾨店ならではの王道の仕上がりといえます。また、にんにく不使⽤によりランチでも気兼ねなく⾷べるこ
とができるのは⼤きなメリットです。「毎⽇⾷べても飽きない味」と⼤きな満⾜度を提供しています。

地域密着型PRを中⼼に展開され、リピーターの獲得を⽬的に各店舗が地域特性を活かし、⽣活シーンと連
動した限定イベントやクーポンの発⾏などを⾏っている点が評価されています。地域に寄り添い、地元農家
や学校とのコラボ、期間限定弁当など様々な施策が考えられます。⼀⽅で、各店舗の活動のベースである企
業⽂化やメッセージが⾒えづらいという声も聞かれました。本部発のメッセージとして「からあげ⼤ちゃ
ん」の想いを伝え、信頼感や親近感の醸成を図り、ファンの拡⼤につなげることが期待されます。

核家族、単⾝世帯、共働き世帯が増え続ける現代社会の中で、⾷に対しては求められているのは、安全性、
健康性、簡便性、専⾨性であり、このトレンドと合致しているのは⼤きな強みと⾔えます。この点は審査会で
も評価の声が多くあがりました。また、にんにく不使⽤であることから、昼⾷市場への拡⼤が⾒込める点も⼤
きなメリットです。⼀⽅で、⼈気総菜として競合が多く唐揚げ市場は飽和状態であること、家庭においては冷
凍唐揚げも⼈気であることを考えると、ストーリー性、説得⼒の強化が今後の課題になるでしょう。

「からあげ⼤ちゃん」のネーミングはその親しみやすい響きと、インパクト満点の唐揚げのボリュームとの
相乗効果により、審査会においても好印象、⾼評価となりました。⼀⽅で、ネーミング以外にからあげ「⼤
ちゃん」とすぐに連想できるような、ビジュアル戦略が欲しいという意⾒が審査会で散⾒されました。具体
的にはテイクアウト時のパッケージ、お⼟産ボックス、ブランドのアイコン、店舗のカラーリングやデザイ
ンが該当します。ネーミング⼒を活かしたビジュアル展開が、さらなる発展の鍵になると考えられます。

「からあげ⼤ちゃん」に込められた⼤切な三つの「⼤」（⼤きい・⼤満⾜・⼤切な想い）、「毎⽇⾷べられ
る専⾨店の味」はすでに商品として具現化されており、多くの審査員の共感を得ています。今後はさらにブ
ラッシュアップを図り、ブランドイメージの統⼀感を打ち出し、顧客にとって価値があるブランドとして展開
されることが望まれます。唐揚げの聖地、⼤分への想い、味や製法へのこだわり、健康やライフスタイルへの
配慮などを、価値あるブランドストーリーとして発信していくことで、さらなる⾶躍が期待できます。

素材・製法に対するこだわり、HACCPに基づく⾃主衛⽣管理、作業者教育の徹底などが、⾼く評価されて
います。⼀⽅で、外国産鶏⾁を選んだ理由や安⼼情報が欲しい、各店舗の⾃主衛⽣管理体制を本部はどのよう
にチックしているのか、若⼲不安が残る等の意⾒が挙がりました。本部として、不安要因に対しての説明を
HPに掲載し、不安材料を払拭することが必要となります。本部の誠実な対応がブランドイメージの醸成を左
右し、⼝コミ、リピート率にも反映するでしょう。的確な情報発信が各店舗の⼤きな後押しとなります。
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92%

85%

92%

89%

90%

94%

6項⽬中４項⽬が90%超と⾼い評価を獲得し、本商品の
総合⼒の⾼さが⽰されています。特に素材・安全性は
94%と最も⾼く、素材や製法の⼯夫や製造管理への評
価の⾼さがうかがえます。市場要因、内部的要因の
92%は現在のトレンドに合致した商品設計が⽀持され
ていることを⽰し、ブランディング要因やマネジメン
ト・PR要因90%は、商品特徴が確⽴されていることを
⽰しています。⼀⽅、外部的要因は85%とやや抑えら
れた結果となりました。親しみやすいネーミングが好
印象ではあったものの、⼤きさ以外の特徴と結びつか
ず、商品のメリットが伝えきれなかったことに起因し
ています。サブメッセージ等の活⽤が望まれます。

まずはじめに、2008年の創業以来、本場⼤分の唐揚げ⽂化を継承し、⽇本の国⺠⾷といえる唐揚げの専
⾨店として、各地域の⾷⽂化を⽀え続けてこられた歩みに、⼼から敬意を表します。多くの審査員が、
「からあげ⼤ちゃん」に込められた「⼤きい・⼤満⾜・⼤切な想い」に深く共感し、「これぞ定番の⽇本
の唐揚げ」「にんにく不使⽤だからこそ、素材本来の旨味、調味料や揚げ油の⼯夫が際⽴ち、商品設計の
巧みさに説得⼒を感じる」と⾼い評価を獲得しました。実際、素材や調味料の選択、作る⼿順⼀つ⼀つに
理由があり、その丁寧な積み重ねと作り⼿の想いが、現在の⼈気に繋がっており、あらためて感銘を受け
ました。また、消費者のライフスタイルの変化、ニーズ、嗜好を的確に捉え、商品に反映させているマー
ケティングセンスも秀逸と⾔えます。
⼀⽅、情報発信に偏りがみられ、消費者にとって「⼤きいから揚げの⼤ちゃん」以外の優位性が充分に
届いていないのが気になります。唐揚げの聖地・⼤分の味を継承している⽂化⾯、キャノーラ油を使⽤し
ている健康⾯、サクッと軽い触感に仕上げた現代性など、⼤ちゃんのストーリーやメッセージをしっかり
伝えることは、ブランディングにもつながり、より⼤きな付加価値をうみだす原動⼒にもなります。
魅⼒を伝えるキャッチコピー、メッセージボード、店頭やパッケージ類と連携を図り、統⼀感を持たせ

ることで、より多くのメッセージが伝わるでしょう。また、HPを活⽤し、消費者が知りたい「おいしさ
の秘密」「安⼼安全情報」を動画などでわかりやすく説明することも効果的です。消費者は知ることで、
ブランドへの信頼感を育み、安⼼感を得ることで家族ぐるみでのリピーターが⽣まれ、次世代に継承され
ます。「⼤ちゃん」ブランドを展開する仲間も増えて、⼤きな輪が⽇本中に拡がっていくでしょう。
「⼤ちゃん」が⽇本中、そして世界に⽻ばたき活躍することを審査員⼀同、祈念しております。
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